
持続可能な不登校対策に向けて

石狩市立花川北中学校

「令和７年度不登校対策総合実践事業」成果資料



１ 推進地域の児童生徒の現状

【推進地域における不登校の児童生徒数】
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各年度３月時点で年間欠席日数３０日以上の生徒

２ 目標、目指す子ども像
・前年度30日以上欠席した児童生徒の欠席日数を減少させる。
・前年度30日以上欠席した児童生徒の総数を減少させる。

・児童生徒アンケートで「学校生活を楽しく過ごしている」「自分にはよいところ
がある」「自分のしたことが他人から喜んでもらったり、感謝されたり、認めら

れたことがある」の肯定的な回答を80％以上にする。
・年２回「ほっと」と「Ｑ―Ｕ」を実施し、１回目より２回目の数値が改善するよう、学級・学年経営の改善と充実

に努める。

・前年度30日以上欠席した生徒の欠席日数や総数を減少させる。
・生徒アンケートで「学校生活を楽しく過ごしている」などの肯定的
な回答を80％以上にする。

・「Ｑ―Ｕ」等を実施し、１回目より２回目の数値が改善するよう、
学級・学年経営の改善と充実に努める。



３ 今年度の取組

【すてっぷ教室】

（１）校内教育支援センター
（すてっぷ教室）の整備

①午前中のみの開設（金曜日は午後も）
給食後に下校

②時間のすみ分け：個に応じた目標
・1～３時間目：学習中心
・4時間目：コミュニケーション活動

③すてっぷ教室利用時の面談や個別シート
→定期的に個別シートを使用し面談
→スモールステップで目標達成を目指す



３ 今年度の取組

（２）心のSOSの早期発見・早期支援の充実
→各種調査やアンケートの実施

①学校生徒アンケート ： 年２回
②いじめアンケート ： 年３回
③Ｑ―Ｕ ： 年２回
④「心と身体のチェック」： 年４回（長期休業前後)

（３）個別最適・協働的な学びに向けた授業改革

①対話を通して、共感的な人間関係の育成
②教科の指導と生徒指導の一体化



３ 今年度の取組

（４）アセスメントに基づく実効的なチーム体制の構築
→教育相談コーディネーター中心に関係機関と連携

①スクールカウンセラー

②スクールソーシャルワーカー

③石狩市教育支援センター
「ふらっとくらぶ」

④その他、校外の相談施設との
連絡調整

【スクールカウンセラーの授業】



４ 取組のポイント

（１）校内教育支援センター
（すてっぷ教室）の整備

＜すてっぷ教室活動報告書の作成＞

・すてっぷ教室利用生徒の家庭へ
・どのような活動をしたか、月１
で報告

・家庭との連携が深まった

月

2 年 1 組 名前

月曜日～木曜日：午前中開設　　金曜日：全日開設　※テスト日は別日程

給食食べたら○、食べなかったら×。

日 曜日 登校時間 下校時間 給食 備考 日 曜日 登校時間 下校時間 給食 備考

8/27 水 8:25 10:20 × 16 火 8:25 10:10 ×

9/1 月 17 水

2 火 18 木

3 水 19 金 8:25 10:10 ×

4 木 8:25 10:20 × 前期期末テスト 20 土

5 金 8:25 10:20 × 前期期末テスト 21 日

6 土 22 月 8:25 10:10 ×

7 日 23 火

8 月 8:25 10:20 × 24 水 8:25 10:10 ×

9 火 25 木

10 水 26 金 8:25 10:10 ×

11 木 27 土

12 金 8:25 10:20 × 28 日

13 土 29 月 8:25 10:10 ×

14 日 30 火

15 月

【すてっぷ教室での様子】

　　すてっぷ教室　活動報告書

・落ち着いて学習に取り組んでいます。

・９月は社会科の学習で新聞制作と美術科の学習で篆刻(石の判子)を中心に学習を進めてい

ました。

・進学に向けて先生達と少しお話をしていました。

８･９

【すてっぷ教室活動報告書】



４ 取組のポイント

（２）個別最適・協働的な学
びに向けた授業改革

＜不登校生徒が自宅でＩＣＴを
活用した学習活動を行うための
校内整備＞

・本人、保護者と面談をしてから
スタート

・オンライン授業配信やタブレッ
トドリルを活用 【学習内容記録シート】



５ 成果と課題

（１）成果

・前年度30日以上欠席した生徒５名の欠席日数が減少

・前年度30日以上欠席した生徒の総数が減少
～12月までの30日以上欠席生徒～
Ｒ６：43名 → Ｒ７：31名

・「Ｑ―Ｕ」で１回目より２回目の数値が改善する
よう、学級・学年経営の改善と充実に努めた結果、
学校生活満足群の割合が全学年増加



５ 成果と課題

（２）課題

・生徒アンケートで肯定的な回答を80％以上
「学校に行くのは楽しい」 …中間82.3→年度末78.5
「自分には良いところがある」…中間84.2→年度末82.9
「他人に感謝されたり、認められたりする」

…中間91.6→年度末92.8

・不登校対策の取組をどのように情報発信するか

・新しく不登校になった生徒を０人にできなかった



６ 次年度以降の取組に向けて

・教科の指導と生徒指導の一体化
授業を通して人間関係が構築され、生徒一人ひとり
が安全・安心に過ごせる環境をつくる。

・学びの保障
不登校生徒や校内教育支援センター（すてっぷ教室）
を利用する生徒に自分にあった学び方を習得させる。

・業務精査をしながら不登校対策を実施


